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○（吉田章浩議員） 私のほうからは、全線乗客実態調査事業と関連する内容についてお

聞きしたいと思います。 

 採算性と利便性のバランスを考えながら、利用乗客に対したきめ細やかな路線ダイヤを

設定するため、全線乗客実態調査を３日間実施し、利用状況を把握すると聞いております。

５年に１回の調査事業として従前より実施されているもので、今回は 2,６００万円の予算

が計上されています。現在のバス路線に対しての改善が目的だと思いますが、どのような

体制で行われ、調査内容はどのように反映されていくのか。また、今までの実績で、例え

ば路線の変更などはあったのか、お聞かせ願います。 

 

○交通部長（平野 徹） 市営バスの全線乗客実態調査につきましては、調査日の全ての

運行車両に２名の調査員が乗車し、調査用紙を配布、回収した後、時間帯、路線別の利用

状況や乗車券の種類、また、乗客の年代等の分析を専門の調査会社に委託するもので、今

後の利便性の向上と、バス輸送のあり方を検討することを目的として実施しようとするも

のでございます。 

 過去の実態調査においては、通勤、通学時間帯で利用客が全般的に減少し、昼間時間帯

では増加傾向にあるといった調査結果が出たことから、それに伴い、ダイヤ編成において

も利用実態に合うよう、通勤、通学時間帯や午前９時以降の昼間時間帯等のダイヤの見直

しを行ってまいりました。 

 なお、これまでの調査は平日１日のみでございましたが、より実態に即した効率的なダ

イヤ編成に活用できるよう、平日に加え、土曜、日曜においても実態調査を行うものでご

ざいます。 

 以上でございます。 

 

○（吉田章浩議員） 本事業の目的は、先ほども申し上げましたけれども、現状ある路線

をよりよいものにするための調査であるということであります。関連的な質問になります

が、乗降客や周辺地域の方々への調査を目的に、平成２６年度には路線評価事業を行われ

ました。また、公営企業審議会等も継続的な審議が行われていると聞いておりますが、こ

れらの事業との整合性は図られているのか、お聞かせください。特に、バス路線やバス停

から遠く、不便を感じる地域のあり方をどのように考えていらっしゃるのか、あわせてお



聞かせください。 

 

○交通部長（平野 徹） ２問目のご質問にお答えいたします。 

 本年度実施しております路線評価事業及び公営企業審議会と全線乗客実態調査事業との

整合性についてのご質問でございます。路線評価事業については、次期経営計画策定や望

ましい路線、ダイヤ設定のための基礎資料として用いることを目的に現状分析やニーズ分

析と評価を行い、今後の需要予測を図るものでございます。 

 また、公営企業審議会からいただいた答申では、社会経済環境の変化や公共交通の役割

等、市営バスを取り巻く環境を踏まえ、効率的なバスサービスの供給に係る部分としまし

て、利用実態に基づく効率的な運行の実現等が示されております。さらに、現在、総合交

通戦略検討協議会において、市の交通政策のあり方が議論されているところであり、バス

路線及びダイヤ編成に関しては、これらの要素と全線乗客実態調査事業との整合性を図る

中で、適切かつ効率的な運行を実現していくものと考えております。 

 ２点目の、交通不便地域のあり方についてですが、市営バスは独立採算性の経営形態で

あることから、新たな路線を新設すると、市営バスを運行させるに当たっては、採算性も

大きな課題の一つと考えております。また、経路やバス停留所の設置等、地元の皆様のご

理解、ご協力も重要な課題となってまいります。 

 いずれにせよ、市内において市営バス路線がない、もしくは最寄りのバス停まで遠いと

いった地域における住民の移動手段の確保については、人口構造の変化や地域を取り巻く

生活環境の変化等が進行する中で、市営バスとしましても、市民の暮らしを支える交通体

系について、市の交通政策全体の中で検討していくことが重要であると考えております。 

 以上でございます。 

 

○（吉田章浩議員） 各種事業との整合性は図られているということでありましたし、ま

た、交通等、不便を感じる地域のあり方については、市民の暮らしを支える交通体系とし

て、交通施策の検討の中で重要であるというご答弁でありました。 

 最後は、要望とさせていただきますけれども、私の記憶になるんですが、下田部路線で

過去左回りの市バスがありましたけれども、いつのまにか右回りに変わっていて、環境の

変化は理解しているんですけれども、最近、左回りのほうが便利だったというようなお声

もいただいていたり、検討してほしいというお声も頂戴します。また、最寄りのバス停ま

での距離が７５０メーターとか９５０メーターと、交通に不便を感じる地域もあって、新

規の路線設置のご要望も伺います。 



 具体には、私が暮らす周辺地域でありますが、辻子３丁目や竹の内町の方々、また、そ

の周辺の方々からも市営バス路線設置要望のお声をいただいているところであります。市

営バス事業としても、地域の声をしっかりと受けとめていただきながら、安全対策や道路

整備等も図り、市営バスの改善を進めていただきますよう、強く要望をしていきたいと思

います。 

 本市の市営バス事業は、利便性を考慮した交通体系のあり方と福祉事業としての両面を

理解しております。本事業が採算性と利便性のバランスを考え、利用状況に対応したきめ

細やかな路線ダイヤを設定する目的で利用状況を把握するのであれば、路線事業評価をさ

らに連動強化して行い、高槻市全体の交通環境の整備をしていくべきだと感じております。 

 また、本市も高齢化率２７％と、超高齢社会に入ってきています。私が調べた中で、高

齢者の方々の自動車の運転免許証の自主返納件数は、平成２６年度では 1,０００人を超え

ているというふうにも聞いております。現状からも、高齢社会に向けた新たな交通体系づ

くりとして、放射状に走る現在の路線から循環型の路線も視野に入れながら、総合交通戦

略検討協議会などで路線評価事業や全路線乗客実態調査等の報告もあわせ、今後さらに検

討を図っていただきたいと要望して、質問を終わります。 

 


